
令和５年度第１回北空知４町地域公共交通活性化協議会総会議事録 
 

令和５年(2023 年)９月８日(金)13:30～ 
場所:妹背牛町役場保健センター     

 
【小本会⾧】 
 本日は御多用のところ、出席いただきありがとうございます。ただいまより令和５年度 
第１回北空知４町地域公共交通活性化協議会総会を開催します。 

本日の進行を務めます北空知４町地域公共交通活性化協議会会⾧・空知総合振興局の小
本です。よろしくお願いいたします。 

本年度第１回目の総会である今回は、令和４年度の事業報告、収支決算及び監査結果、
北空知４町地域公共交通計画における目標の達成状況について御報告させていただく。 
 また、審議事項として協議会規約の改正案、令和５年度収支予算案、北空知４町地域公 
共交通計画の改訂案についてお諮りするので、忌憚なき御意見をお願いする。 

それでは、まず報告事項１「令和４年度事業報告」、報告事項２「令和４年度決算及び
監査報告」及び報告事項３「北空知４町地域公共交通計画の目標達成状況」について事務
局から説明をお願いする。 
 
【宮本事務局⾧】 
 空知総合振興局地域政策課の宮本と申します。 

報告事項１の令和 4 年度の事業報告についてですが、北空知４町地域公共交通活性化協
議会にて、令和４年度に実施した事業については、協議会の開催のみとなっております。 

令和 4 年 7 月 5 日付け第 1 回協議会では、令和 4 年度の事業計画予算及び北空知４町
地域公共交通計画素案に対するパブリックコメントの結果報告と併せ、その結果を踏まえ
た計画案をお諮りし、本計画を策定しております。 

令和 4 年 11 月 1 日付け第 2 回協議会では、当該計画に基づく令和 4 年度の事業計画、
令和 5 年 3 月 23 日付け第３回協議会では、事業計画をお諮りし、目標達成に向けた取り
組み等を決定しております。令和 4 年度の事業報告については以上となります。 

続きまして、報告事項 2 の令和 4 年度収支決算及び監査報告について、令和 4 年度の収
入については、前年度からの繰越金 13 万 6269 円のみとなっており、支出についても、
当初予定の対面での会議開催がなかったことから、13 万 6269 円をそのまま余剰金とし、
全額を令和 5 年度への繰越金とさせていただきます。 

次に令和４年度の収支決算について、本協議会幹事、北竜町社会福祉協議会の中村事務
局⾧様、沼田町商工会の吾子事務局⾧様に監査を実施いただき、いずれも的確に処理され
適正に執行されていることを確認いただいております。令和 4 年度収支決算及び監査報告
については以上となります。 

次に、報告事項 3 の北空知４町地域公共交通計画の目標達成状況についてですが、計画
で定められた各評価指標を構成団体に照会させていただき、令和 4 年度の実績を取りまと
めましたので資料をご覧ください（資料 4、5 に沿って説明）。 
 
 



【小本会⾧】 
質問、意見はございますか。 

 ⇒質問、意見なし。 
 
【小本会⾧】 

続いて審議事項、規約の改正案、本年度の収支予算案、公共交通計画の改正案について 
事務局から説明願います。 
 
【宮本事務局⾧】 

審議事項１の規約の改正案ですが、新旧対照表をご覧ください。 
今回、変更点は第 10 条の 4 のみとなっており、こちらは事務局⾧に関する規定です

が、振興局の事務分掌変更により、地域公共交通の所管が地域政策課⾧から地域政策課主
幹となりましたので記載のとおり改正させていただくものです。北空知４町地域公共交通
活性化協議会規約の改正案につきましては以上となります。 

 
続きまして、審議事項２の令和 5 年度収支予算案についてですが、収入については、前

年度と同様に繰越金 13 万 6269 円のみ。支出については、協議会開催に係る委員への報
償費や旅費など運営費のみ、残額については予備費として整理しております。令和 5 年度
収支予算案につきましては以上となります。 

 
最後に審議事項 3 の北空知４町地域公共交通計画の改定案についてですが、今回の改定

では、本年 4 月のＪＲ留萌本線、沼田留萌間の廃止に伴って必要となる計画の文言整理や
前回協議会にて決定した事業計画を本計画に反映させるほか、一部文章の表現修正などを
しているところです。（資料 7-1、7-2 に沿って説明）説明は以上となります。 

 
【小本会⾧】 

質問、意見はございますか。 
 
【旭川運輸支局】 

現行と改正案で公共交通機関の維持としていたものを確保としており、これまで以上に 
積極的な表現となっているかと思うが、そのような理解で良いか。 

⇒そのとおり。 
【北海道中央バス】 

資料４の評価指標 C 公共交通への公的資金投入額について、投入額の減少により達成と
なっているが、事業者目線では収支率が下がっており、どうしても公的資金に頼らなくて
はいけない状況のため、公的資金投入額が減少したから良いという風にはならないように
お願いしたい。 
 
【小本会⾧】 

他に質問、意見がなければ、本日の協議会は閉会させていただく、本日はありがとうご
ざいました。 


